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陸と海の違い
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陸と海の違い

⾒えない ：センサリングが困難な領域の存在
⾒ていない ：常時・広域監視がリソース上難しい

認識できない：システム連携・通信の問題

陸と違って海は⾒えない
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海洋宇宙連携とは

海洋宇宙連携の⼆つのテーマ：海洋の可視化と通信インフラ
可視化：海洋観測・海況予測、船舶監視

通信インフラ：洋上ブロードバンド、捜索救助、衛星航法

海上で活動するためには、海洋の物理・化学場の情報が不可⽋
海上保安官も直接的・間接的に地球観測衛星の情報を⽇々利⽤

漂流予測、海上警備、最適航路推定、海洋環境保全など
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海氷情報センター

第⼀管区海上保安本部で50年以上にわたって運営
海氷の接岸・漂流状況について、毎⽇情報を提供

巡視船・航空機による観測、⺠間事業者の情報、各種衛星画像を分析

GCOM-WのAMSR2画像を活⽤
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2024年2⽉22⽇根室付近1963年の宗⾕による観測スケッチ
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海氷情報センター
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海しるについて：海洋状況把握（MDA）能⼒強化の取組

内閣府Websiteより引⽤
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海しるについて：社会実装の結節点
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CeisNet
沿岸海域環境保全情報

海洋台帳

海しる
2019〜

2012〜

2003〜

1997
ナホトカ号重油流出事故

油汚染事故対応

海洋政策の企画・⽴案

10種類

50種類

200種類

海洋状況把握（MDA）

海しるに⾄る経緯

データ項⽬

250種類
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海しるの特徴

海洋状況把握は様々な情報を集約し海を可視化すること

海を⾒る⽬（観測アセット）と神経（情報システム）の連携

海しるには具体的な利⽤⽬的を設定していない

国内外の関係機関から250種類以上の海洋情報を集約

⼀般⽤と政府部内⽤の2つのサービスを運⽤

海上保安庁が管理する情報は順次Web APIでデータ配信

⾒えない海を可視化する
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海しるの表⽰例
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地域の情報 ⽇本周辺の情報 グローバルな情報

出典︓海洋状況表⽰システム(https://www.msil.go.jp/)より作成，
情報提供元︓国⼟地理院,海上保安庁,宇宙航空研究開発機構
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社会実装の展開のために

多様性を⾼めると活⽤が広がる
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まとめ

AMSRで⾒えるものは、海洋で活動するために必要不可⽋な情報
海⾯⽔温、海上⾵速、降⽔量、海氷密接度 etc.

いずれも、海上保安庁のオペレーションにとって貴重な情報源

社会実装の展開のキーワードは、多様性・相互運⽤性・継続性
多様性 ：たくさんのプロダクトを

相互運⽤性：さまざまなシステムで使える形で

継続性 ：⻑期間にわたって提供する
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